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〜水と太陽光から水素を生み出す光触媒シート〜 
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水素エネルギー，光触媒, 水分解反応,  エネルギー変換材料  

 

カーボンニュートラル社会実現のため、クリーンエネルギーである水素の重要性が高ま

っている。中でも、水を分解して水素を生成する「水分解反応 (H2O→H2 + 1/2O2)」は、

二酸化炭素を排出しない環境に優しい製造法として注目される。この反応を進行させる

方法の一つが「光触媒」である(図 1)。光触媒を用いた水分解は、太陽光をエネルギー源として、持続的

に水素を生産できる画期的な技術であり、2021 年には、東京大学の研究チームにより、ガラス板に触媒

を乗せた「光触媒パネル」を用いて、大規模かつ長期的な水素の生産に成功する成果を上げた 1。その一

方で、ガラスの使用による、運搬性、コスト面の課題、高温処理による触媒への影響という課題が残る。

これらの問題の解決のため、本研究では、プラスチック樹脂に触媒を練り込んだ「光触媒シート」の開発

に取り組む。本シートは、軽量で柔軟性が高く、低コスト製造が可能である。また、低温製造であるため、

多様な光触媒材料への応用が可能であるなど、次世代光触媒反応器としての高い可能性を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

① 世界的に注目を集める「グリーン水素」製造技術に関する研究である点。 

② 簡便な製造法と低コスト性により、実用化の可能性が高い点。 

③ 過酸化水素生成など他の光触媒反応への応用展開が期待できる点。 
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図 1光触媒による水分解反応 

光触媒パネル (水素生成用) 

◯ガラス製  

・一年以上、100m2規模の屋外運用に成功! 

・運搬性、コスト面で課題 

・加熱操作の必要 → 触媒への悪影響の懸念 

光触媒パネル 
参考文献 1 

光触媒シート (過酸化水素生成用) 

◯プラスチック樹脂製 

・低コスト 

・柔軟性 

・低温製造が可能 (60℃) 
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本研究 

水素生成用 

光触媒シート開発! 


